
第３回厚真町地域公共交通活性化協議会会議録 

開催日時 平成２１年７月２日 午後１時３０分から 
開催場所 厚真町総合福祉センター ２F 第２会議室 

 
（事務局長） 
時間前ですが皆さんお揃いになられましたので、只今より第３回厚真町地域公共交通活

性化協議会を開催いたします。 
私、事務局であります、まちづくり推進課長の小松といいます。よろしくお願いいたし

ます。 
会議に先立ちまして、新たに協議会委員となられました４名の方の委嘱状を交付したい

と思います。 
 
・・・（新委員に委嘱状を交付する）・・・ 

 
（事務局長） 
 つづきまして、会長よりご挨拶いただきます。 
（古川会長） 
 本日は、第３回厚真町地域公共交通活性化協議会にご出席をいただきまして誠にありが

とうございます。 
 只今、委嘱状の交付をさせていただきました苫小牧警察署 岡村交通第一課長様、室蘭

土木現業所 野々村 苫小牧出張所長様におかれましては、先般、書面協議会でご承認を

いただいたわけでございますが、それぞれのお立場でご指導ご助言を賜りたいと存じます。 
 道南バスの柴田営業部長様、本日は代理で平取営業所長さんがお出でになっております

が、前任の菊地様の後任として引き続きご協力をお願いいたします。 
 北海道大学の岸先生におかれましては、交通計画や交通工学を専門にご研究されている

方でございまして、先般、４月２４日に発足いたしました専門部会の部会長として、また

学識経験者として専門的なご助言等をいただくためにご参画をいただいたということでご

ざいます。 
 さて、本日の会議でございますが、報告が２件、議案として２件ございます。まず、報

告でございますが、第１号につきましては、第１回目の協議会でご承認をいただきました

補助金等につきまして交付申請をした結果、平成２１年５月１５日付で補助金交付が決定

されておりますので、その点についてご報告申しあげます。 
 報告第２号でございますが、同じく承認いただいた計画に基づいて調査を実施するため

に日本データーサービス㈱と契約を締結しておりますので、それについてご報告申しあげ

ます。 



 議案の第１号でございますが、第１回目の協議会では大まかな予算について承認いただ

いておりますが、補助金額と委託料が決まりましたので詳細を含めた予算について承認を

求めるものでございます。 
 議案第２号につきましては、計画策定に向けての調査内容ですとか、調査スケジュール、

アンケート調査などについて承認を求めるものでございまして、あわせて、具体的に部会

で協議するなど作業を進めることについても、承認を求めるものでございます。 
以上、よろしくご審議のほどをお願い申しあげまして、ご挨拶といたします。よろしく

お願いいたします。 
（事務局長） 
これからの会議の進行でございますが、規約に会長が議長となるという規定がございま

すので、引き続き会長にお願いいたします。 
（古川会長） 
 それでは、引き続き会議を執り進めたいと思います。先ず報告でございますが、報告第

１号について説明を求めます。 
 
・・・（事務局、報告第１号を説明）・・・ 

 
（古川会長） 
 説明が終わりましたが、ご意見等ございますか。 
 質疑、ご意見等ございませんので、以上で報告済みとさせていただきます。 
 つづきまして、報告第２号について説明を求めます。 
 
 ・・・（事務局、報告第２号を説明）・・・ 
 
（古川会長） 
 報告の説明が終わりましたが、ご意見、ご質疑等ありますか。よろしいでしょうか。 
業務内容については、後ほど議案第２号で説明させていただきますので、報告第２号につ

いては報告済みとさせていただきます。 
 次、議案第１号でありますが、平成２１年度厚真町地域公共交通活性化協議会予算(案)
について、説明を求めます。 
 
 ・・・（事務局、議案第１号を説明）・・・ 
 
（古川会長） 
 予算(案)について説明が終わりました。質疑等は、ございませんでしょうか。 
 旅費の先進地事例調査は、部会の先進地事例調査になるのでしょうか。 



（事務局） 
  これは、事務局の先進地事例調査のことです。 
（古川会長） 
 バスの借り上げ代は部会の先進地視察となってるが、それに付いて行く事務局の旅費と

いうことでしょうか。 
（事務局） 
 次の議案第２号に出てきますが、スケジュールの中に先進地事例調査というところがご

ざいまして、そちらで説明する予定でした。 
（古川会長） 
 それでは関連ありますので、議案第２号を先に説明させていただき、一括してご質疑、

ご意見等を賜りたいと思いますが、いかがでしょうか。 
 議案第２号の説明をお願いします。 
 
 ・・・（事務局、議案第２号を説明）・・・ 
 
（古川会長） 
 説明が終わりましたが、部会長の会長であります岸先生、何か補足的な説明がございま

したらお願いいたします。 
（岸 委員） 
アンケート調査については、先ほど説明のあったとおり、これから専門部会の方に持っ

ていこうということです。 
明らかにしたいことは、厚真の町民がどういう交通行動をとっているのかという基礎的

なデータと、後は、アンケート案でもわかるように、将来的には今のバスがもし運行でき

なくなったら、例えばデマンドバスとか乗合タクシーという形になると思うんですが、そ

の時にどう考えているのかが明らかになってくるということで、最終的にはこれがすべて

ではないが、これをもとに分析することで、地域の皆さんに説明する場合もあると思いま

すので、その時には基礎的な調査として、これが根拠になるとても大事なことだと考えて

います。 
（古川会長） 
 部会について、皆さんに報告したことないので、メンバー表くらい渡してはどうか。 
（事務局） 
 すみません、お手元に１枚ものがあると思いますが、厚真町地域公共交通活性化協議会

専門部会員名簿ということでございます。 
 全部で１３名の方が、４月２４日に部会を立ち上げまして、先ほど来、会長が紹介して

おりますが、岸先生が部会の代表ということで、部会員の中から選ばれております。１回

目の４月２４日の集まりでは、活性化協議会とはどういうことをやるものなのかというこ



とと、デマンドバスとは何かということなどのご講演を先生からいただき、部会を開催し

ております。今後については、この部会のメンバーで、今日ご承認をいただけましたら、

先ほど申しあげたアンケート調査などの詳細を協議していきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 
（古川会長） 
 議案第１号と第２号の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 
（高辻委員） 
 予算についてなんですけど、事務局で先進地の視察に行くということなんですが、本州

という今説明がありましたが、５万円ということで、旅費が間に合うのかということです。

もう一つは、部会の人、第１回目の時もお話があったように無報酬でお集まりになるんで

すが、先進地の視察でバス借り上げ４万７千円ということだが、道内１日ということで予

定しているのか伺いたい。 
（事務局） 
 先ず、旅費の関係でございますが、道外については、事業費の中の事業推進費、調査研

究費の旅費２０万円のほうで予算を計上させていただいております。 
 バスの借り上げ４万７千円でございますが、例えば帯広あるいは当別町などを考えてお

ります。専門部会の皆さんの旅費については、計上しておりません。ただし、朝出かけて

帰り夕方になろうかと思いますので、お昼の弁当代については計上させていただいおりま

す。 
（古川会長） 
 よろしいですか。 
 他にございませんか。道外の先進地の事例調査は、まだ具体的には決めていないという

ことです。 
 アンケート調査については、少し中味が変わる可能性もあるということですが、よろし

いですか。部会に、まだ諮っていないということですね。 
（事務局） 
 ここで今日、ご承認いただいてからと考えておりますので、部会のほうには、まだ諮っ

ておりません。 
（古川会長） 
 多少の変化はあるかもしれないが、基本的なことは説明があったとおりということでよ

ろしいですか。よろしいということで進めさせていただきます。 
 他にございませんか。 
（内藤委員） 
 基本的なことなんですが、今回の連携計画に関係すると思うんですけど、町営バスの事

業改善に向けてという形でアンケートに書いてあるんですけど、どういった形態で運行さ

れていて、どのへんに改善、例えばデマンド化するとか。そのあたりの計画とか、考えを



聞かせていただきたい。 
（事務局） 
 今、本町に走っております路線バスは、あつまバスさんと道南バスさんでございます。

それと、路線バスが廃止された部分も含めまして、町で循環福祉バスを町内に走らせてお

ります。その他に、バスといたしましてはスクールバスが７路線ほど走ってございまして、

町民の皆さんが本当に利用しやすいバスなのかどうかという部分を含めまして調査をかけ

たいという部分もございます。循環福祉バスについては、毎日走っているわけではなく、

例えば１週間に２日とか、それも１日２往復とかで走っておりますので、例えば病院に来

たくて朝お年寄りが循環福祉バスに乗ってきても１時間もあれば病院が終わり、帰ろうと

思ってもバスがないとか、そのような状態が見られるわけです。それと、スクールバスに

つきましても、子供だけに専用に走れせているわけでございまして、学校で使用しないと

きはバスが駐車場に並んでいるという状態です。あるいは、子供たちを学校に送って帰り

カラで戻ってくるわけでございまして、帰りなんとか利用できないかという部分もござい

ます。その他に、路線バスも必ずしも住民の本当に利用したい、どこまで拾うかという部

分もありますが、その時間帯に走っているのかどうかという部分も含めまして、アンケー

ト調査をさせていただきまして、実態を明確にしていきたいという考えでございます。 
（内藤委員） 
 今回のアンケートの中にもデマンドバスと乗合タクシーがありますが、今の町で運行さ

れている循環福祉バスに限らず、路線バスも含めて聞いていくという意味合いになるので

しょうか。 
（岸委員） 
 私は、そう思っています。 
（内藤委員） 
 そういった理解で、要は、そもそも路線バスを含めたこの町の公共交通バスが、どうあ

ったらいいんだろうかということを、このアンケートの中で求めていくということでしょ

うか。 
（事務局長） 
 そうです。限定せずにすべての公共交通バスなどについての、要望、意見等をまず把握

したいということです。 
（古川会長） 
 よろしいでしょうか。 
（内藤委員） 
 何故こだわったかというと、この実施計画の方の資料３の下の方にバス満足度とかバス

利用状況とか、こういうバスに対する満足度調査ということになっていますけども、特に

アンケート調査の方ではデマンドバス等となってるので、どうなのかなあと思って聞いた

んですけど、町営バスに限らずというこですのでわかりました。 



（古川会長） 
 そうですね。町営バスって書いてありますね。町営バスって意味でやるのであれば違い

ますよね。 
（事務局） 
 そうです。間違っています。バスに対する満足度です。 
（古川会長） 
 そういうことだそうです。実施計画（案）の方ですね、町営バスに限定している書き方

をしていますが、公共交通機関全般に対する意見を求めるということがアンケートの狙い

ということでよろしいですか。アンケートの内容もそういうふうになっているんですね。 
（畑嶋委員） 
 そういうふうに書いてあげたらいいんではないですか。皆さん勘違いしてしまうので、

循環バスだとか路線バスなど全部含めますと書いたらいいと思います。 
（古川会長） 
 ちょっと変えないとだめですね。 
（事務局長） 
 もっとわかり易く、誤解の無いように変更したいと思います。 
（内藤委員） 
 アンケートやるときアンケートの他に表紙みたいなものに、趣旨だとかまとめて書いて

やる方法もあると思いますし、折角やるんであれば、町民から貴重な意見がいただける重

要なものですので、うまく伝わる形で実施していただきたいと思います。 
（古川会長） 
 わかりました。今の質問のご趣旨、それと答弁を踏まえてアンケートを部会に具体的に

お諮りして、多少変わるかもしれませんが、趣旨的にはそういった内容で進めたいという

ことでございますので、ご理解をよろしくお願い申しあげます。 
 他にございませんか。よろしいでしょうかね。ご意見、ご質問ございませんでしょうか。 
無いようですので、議案第１号予算については、承認ということでよろしいでしょうか。 
議案第２号の地域公共交通総合連携計画策定調査についても、承認ということでよろしい

でしょうか。 
 はい、ありがとうございます。議案第１号、第２号とも承認ということで処理します。

ありがとうございました。 
 次、その他でございますが、事務局ありますか。 
（事務局） 
 今、ご承認いただきました予算と調査内容、調査スケージュールに基づきまして、今後、

部会等で着々と進めさせていただきたいと思います。それと調査結果等が整いましたら、

今の予定では１１月中旬以降になろうかと思いますが、次回協議会を開催してご報告させ

ていただきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 



（高辻委員） 
 部会の開催というのは、１１月までに何回くらい予定しているんですか。 
（事務局） 
 ２回を予定しております。 
（古川会長） 
 スケジュールの下の方に書いてあると思います。ワーキングが部会なんですね。ワーキ

ングと部会を使い分けて申し訳ないんですけど。この後、８月に第２回のワーキング、部

会でございます。そして第３回の部会が１０月の中旬くらい。第４回の協議会で皆さんに

報告させていただいて、第５回の協議会で決定させていただくということになります。ス

ケジュール的には。 
（高辻委員） 
 先進地の視察は、それと日程が別なんですか。 
（事務局） 
 これは、別に部会の皆さんにお諮りして、ご都合を聞いてから決定させていただきたい

と考えております。 
（古川会長） 
 よろしいですか。他にその他で何かご意見ございませんか。よろしいですか。 
それでは、これをもちまして、第３回厚真町地域公共交通活性化協議会を終了させてい

ただきます。長時間にわたりまして貴重なご意見を賜りありがとうございました。 
 いずれにいたしましても、私ども厚真町公共交通機関を何とかしなければ、町の存続に

かかわると言っても過言ではない喫緊の課題であると認識しております。今後とも皆様に

は是非、貴重なご意見を賜って、より有益な公共交通機関にしていきたいと考えてござい

ますので、今後とも、どうぞご指導お願い申しあげまして閉会のご挨拶とさせていただき

ます。ありがとうございました。 
 
 
 


